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2021‐2022年度グローバル補助金奨学生（ブリストル大学）
古賀 怜衣
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コアメッセージ：
グローバル補助金奨学生として学んだこと

 肩書ではなく一人の人間としての魅力を高める

 現在の国際的なキャリア構築の重要な一歩 （日本人学生は決して裕福ではない）

 勉強だけでなく、現地の人との交流を通じて助け合い、奉仕の精神を学んだ

 日本人の海外留学を支援・国際機関で活躍する人材の育成は急務

→日本経済の相対的衰退により自費留学ができる学生が減る

→高い費用を目にして留学意欲が削がれる

→ロータリーのグローバル補助金制度は非常に重要で有効なシステム！
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ブリストルってどんな街？

 イギリス南西部のイングランドとウェールズの境に位置

 17～18世紀に三角貿易での奴隷貿易の拠点港として栄えた町

 ブリストル時間を刻む時計（ロンドンから10分遅れ）

 人口約47万人の81％は白人、6.7アジア系、黒人系5.9％、カリブ系4.5％）

 ロンドンから電車で1時間30分程の距離

 坂が多い

 リベラルな気風（市議会において緑の党が過半数、ヨーロッパ初の黒人市長）
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ブリストル大学 (University of Bristol)

1876年創立、1909年大学設置。

イギリス国内TOP10入り

卒業生・在籍者・教職員から13人のノーベル賞受賞者を輩出。

伝統ある名門校の一つでありながら、ブリストルという街の
魅力と同じく多様性

に溢れた国際的な校風
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クリフトンロータリークラブについて
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 環境に柔軟に適応する力

 多様な生き方に関する理解

 一人で解決できないときは周囲の人に頼る力

 周囲を助ける力

 更に高い英語力

 目標の実現に向けて集中と選択をする度胸

ブリストルで得たもの

7



2．ロンドン大の博士課程

 コースワーク：定性的な分析手法、

インタビュー方法論 等

 博士論文：

中国の対内直接投資が安全保障上の脅威認識に

及ぼす影響について日本とオーストラリアの比較

 学内活動：留学生メンター

 外部活動：Pacific Forumリサーチフェロー

Asia Times紙への論考を寄稿
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外部シンクタンク会議への参加
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小話

入院時の病院食
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TAを通して学んだこと

 積極的に発言すること

 自分で考える力

 物事が存在するという事をどのように証明できるか
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今後の予定

 2025年10月：ワシントン研修（予定）

 2026年９月：博士論文提出締め切り

日本及びイギリスの２拠点をベースに研究活動を継続予定

12


	スライド 1: イギリス留学報告　2021.9～
	スライド 2: コアメッセージ： グローバル補助金奨学生として学んだこと
	スライド 3: 目次
	スライド 4: ブリストルってどんな街？
	スライド 5: ブリストル大学 (University of Bristol) 
	スライド 6: クリフトンロータリークラブについて
	スライド 7: ブリストルで得たもの
	スライド 8: 2．ロンドン大の博士課程
	スライド 9: 外部シンクタンク会議への参加
	スライド 10: 小話
	スライド 11: TAを通して学んだこと
	スライド 12: 今後の予定

